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制度の概要と休眠預金等活用の流れ
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•資金分配団体、実行団体：
JANPIAが規程するガバナンス・
コンプライアンス体制等、 適切に
業務を遂行できる団体（社団・
財団・NPO・株式会社等）

三層構造
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り
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メリット

解決したい地域課題
（テーマ）を設定する
ことが出来る。

デメリット

解決したいテーマを選べ
ない。資金分配団体の
テーマ、手法、方針に影
響される。

デメリット

事務費は実行団体への助
成額の15％+PO・評価関
連経費

メリット

ソフト・ハードに使用可
能な一定量の助成金を確
保できる。



休眠預金で目指す「誰ひとり取り残さない持続可能な社会」

① 子ども及び若者の支援に係る活動
・経済的困窮など、家庭内に問題を抱える子どもの支援
・日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援
・社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援

② 日常生活または社会生活を営む上での困難を有する者の支援に関する活動
・働くことが困難な人への支援
・社会的孤立や差別の解消に向けた支援

③ 地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している
 地域の支援に関する活動
・地域の働く場づくりの支援や地域活性化などの課題解決に向けた取組の支援
・安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援

⚫共通項は、社会的弱者と脆弱な地域の課題解決
⚫特にコロナ禍で状況はさらに深刻化
⚫ SDGsとの親和性高く、これらの課題解決を通じてSDGsに貢献

＜休眠預金活用の助成事業で優先的に解決すべき社会の諸課題＞
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参考JANPIA資料より
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2023年度助成事業の実施

23 2023
40 35 75億円規模となる見込み（予算書による）

40 ±0

内訳は2021年度実績

35
新型コロナ及び原油
価格・物価高騰対応
支援枠として拡充

35億円(対昨年比-21億円)



通常枠：４つの助成事業（草の根NPOから社会的企業までを対象とする事業ポートフォリオ）

と基盤強化支援事業
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+ 基盤強化支援事業
資金分配団体のプログラム・オフィサー（PO)の確保・育成、社会インパクト評価の実施支援、
ガバナンス・コンプライアンス基盤整備支援、企業・金融機関等とのマッチング支援 など

（通常型は最長3年間、助成額は目安）
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選考について（基準）

※その他選定時の留意事項については公募要領をご確認ください。

ガバナンス・コンプライアンス
事業計画書に示す事業を適確かつ公正に実施できるガバナンス・コン
プライアンス体制等を備えているか

事業の妥当性
社会・地域状況や課題の問題構造の把握が十分に行われており､資金
分配団体が設定した課題に対して妥当であるか

実行可能性
業務実施体制や計画、活動、予算が適切か

申請内容に係る組織、リーダー、関係者の実績があるか

継続性
3か年計画及び助成終了後の計画（支援期間、出口戦略や工程等）と
成果が具体的かつ現実的か

先駆性（革新性） 社会の新しい価値の創造、仕組みづくりに寄与するか

課題解決と波及効果
事業から得られた学びが組織や地域、分野を超えて社会課題の解決
につながることが期待できるか

連携と対話、拠点づくり

多様な関係者との協働、事業の準備段階から終了後までの体系的な
対話が想定されているか

事業推進に必要な拠点整備と運営が出来るか

合致性 本事業の趣旨と合致した提案となっているか
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

通常枠

新型コロナ及び

原油価格・物価高騰

対応支援枠

資金分配団体公募 審査・決定 公表 実行団体公募

資金分配団体公募 審査・決定 公表 実行団体公募

資金分配団体公募 公表

資金分配団体公募

資金分配団体公募

資金分配団体公募

公表

公表

公表

第1回

随時募集

第2回

実行団体公募

実行団体公募

実行団体公募

実行団体公募

事業の実施

事業の実施

事業の実施

2023年度 休眠預金助成事業スケジュール（想定）

5/31公募終了
申請46団体

6/27

●

8/28
●

10/25
●

12/20
●
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